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１ 

六ヶ所再処理工場の現状について 

１．建設費上昇に対する考慮 

  ４０年間の操業期間を通じた設備投資額     ： 約３．３兆円  

   ・再処理工場本体（現行施設相当）        ： 約２．２兆円 

     （ほぼ完成しており、今後の増加はない） 
 

   ・今後必要となる設備投資額（内訳下表）    ： 約１．１兆円 

２．再処理工場の稼働率に対する考慮 
 

  ・六ヶ所再処理工場の現計画  ８００ｔU／年再処理到達時期：竣工後５年 
  ・８００ｔU／年再処理のためには、４．０ｔU/日（最大処理能力４．８ｔU/日）で年間２００日稼働が必要 
  ・モデルプラントである仏国の再処理工場における操業実績 

        UP２プラント ： 定格操業まで約１０年 

        UP３プラント ： 定格操業まで約５年 

竣工後の新増設施設合計 約０．５兆円 

  回収ウラン貯蔵施設 ６棟 

  ガラス固化体貯蔵施設 ４棟 

  低レベル廃棄物処理施設 １棟  他                

施設のリプレースに伴う設備投資 約０．６兆円 



８００ｔU/年達成時期と許容される費用増の関係
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竣工5年後
から800㌧/年

竣工10年後
から800㌧/年

竣工15年後
から800㌧/年

竣工20年後
から800㌧/年

800t達成時期（竣工からの年数）と総再処理量 ２ 

感度解析１．５倍と再処理事業について 

現行計画に基づく再処理単価算出 

5.6億円/tU 

再処理等費 再処理 操業 9.3 兆円
（H23.3届出額） 廃止措置 1.5 兆円

廃棄物輸送 0.3 兆円
廃棄物処分 0.6 兆円
合計 11.7 兆円

再処理量 3.2 万t

再処理単価（0%割引単価) 3.7 億円/tU
１．５倍 

５．６億円／ｔＵ  

3.2万tU 3.0万tU 2.8万tU 2.6万tU 
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現行計画

竣工から10年目に800t/年

竣工から15年目に800t/年

竣工から20年目に800t/年

現行計画 

（参考)800㌧/年達成時期と再処理計画 

(追加費用：兆円) 
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1976年 1978年 1980年 1982年 1984年 1986年 1988年 1990年 1992年 1994年 1996年 1998年 2000年 2002年 2004年 2004年 2006年 2008年 2010年

処理量(t)
UP2 UP3 UP2+UP3 定格処理量

1989/10 UP3操業開始
処理能力800t/年

1994/8 UP2-800操業開始
処理能力800t/年に増強

2000年 7,000t契約再処理完了

2003/1 UP2･UP3合計で
処理能力1,700t/年に変更

UP2-400操業
処理能力400t/年

2001年 UP2･UP3合計で
処理能力1,600t/年に変更

（参考）ラアーグ再処理工場における使用済燃料の再処理量 

３ 


